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相続税を減らすには、2次相続まで考える 

 相続が発生してからでも、相続税を減らす方

法はあります。ただし、注意すべきは 2 次相続。

2 次相続まで考えて、トータルで節税する方法

をご紹介します。 

 

（注）今回の内容はわかりやすくするため、あえて細かい要件に

は触れていません。実際に実行される場合は、必ず専門家にご確

認ください。 

1. 法定相続分で分割してみる 

 

2. 配偶者の税額軽減を最大限活用する

と・・ 

 

3. 2 次相続で相続税が増える理由 

 

4. プロが教える 2 次相続まで考える相

続のポイント 

令和 8年夏号

 遺産分割で相続税は下げられる 

～2次相続まで考える相続のススメ 



 

 

 

その場合、ポイントになるのは、「配偶者の税額軽減」です。 

配偶者の税額軽減とは、被相続人の配偶者が遺産分割等により取得した正味遺産額が、次の金額

のどちらか多い金額までは配偶者に相続税はかからないという制度です。 

（1） 1 億 6,000 万円 

（2） 配偶者の法定相続分相当額 

今回のケースでは、 

1 億 6,000 万円＞2 億円×1/2＝1 億円となり、配偶者の取得財産が 1 億 6,000 万円までで

あれば、配偶者に相続税はかかりません。 

この場合、相続税額は以下となります（計算過程は省略、以下同じ）。 

配偶者＝0、子 1＝675 万円、子 2＝675 万円 合計 1,350 万円 

 
 
 

この場合、相続税額は以下となります。 

配偶者＝0、子 1＝270 万円、子 2＝270 万円 合計 540 万円 

配偶者の取得分を増やしても、配偶者は税額軽減により相続税がかからないため、全員トータル

での相続税は、1,350 万円－540 万円＝810 万円少なくなりました。 

ただし、配偶者に多くの財産を分割しましたので、次に配偶者が亡くなった時（2 次相続）の相

続税がそれ以上に増えてしまっては、意味がありません。 

では、今度は 2 次相続の相続税を計算してみましょう。 

（「配偶者自身の財産は 0」「1 次相続後の財産の費消はない」と仮定） 

1.配偶者の財産＝1 億円 ⇒ 子 1＝5,000 万円、子 2＝5,000 万円 

  この場合の相続税 子 1＝385 万円、子 2＝385 万円 合計 770 万円 

2.配偶者の財産＝1 億 6,000 万円 ⇒ 子 1＝8,000 万円、子 2＝8,000 万円 

  この場合の相続税 子 1＝1,070 万円、子 2＝1,070 万円 合計 2,140 万円 

2 次相続では、1 次相続で配偶者の税額軽減を最大限活用した場合の方が、 

2,140 万円－770 万円＝1,370 万円→相続税が逆に多くなってしまいます。 

 1. 法定相続分で分割してみる 

 相続税を節税するには、生前から対策を実行することが有効です。ただ、相続が発生してから

であっても、遺産分割のやり方次第で相続税額を減らすことができます。今回はその考え方の一

部をわかりやすくお伝えします。まず、以下のようなケースを考えてみます。 

遺産総額：2 億円 

相続人 ：配偶者、子 2 人 

今回はいったん法定相続分（配偶者＝1/2、子 1＝1/4、子 2＝1/4）で分割してみます。 

配偶者＝1 億円、子 1＝5,000 万円、子 2＝5,000 万円 

2. 配偶者の税額軽減を最大限活用すると・・ 

1 の計算で、配偶者の税額軽減は 1 億 6,000 万円まで活用できることがわかりました。 

そこで、配偶者の税額軽減を最大限利用して相続税を減らすために、配偶者の取得分を 1

億 6,000 万円に増やすこととし、子 2 人は残りの財産を半分ずつ取得することにします。 

配偶者＝1 億 6,000 万円、子 1＝2,000 万円、子 2＝2,000 万円 



 

 

 
 

（単位：万円） 

  配偶者 子 1 子 2 計 合計 

1.法定相続分で

分割 

1 次相続 0 675 675 1,350  

2 次相続  385 385 770 2,120 

2.配偶者の税額

軽減最大化 

1 次相続 0 270 270 540  

2 次相続  1,070 1,070 2,140 2,680 

3.均等分割 
1 次相続 0 900 900 1,800  

2 次相続  135 135 270 2,070 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 2 次相続で相続税が増える理由 

 なぜ、このような結果になるのでしょうか。主に以下のような要因があるため、2 次相続は

実効税率が高く、1 次相続であまり配偶者に財産を分割し過ぎると、2 次相続の相続税が高く

なる場合があります。 

（1）2 次相続では配偶者がいないため、配偶者の税額軽減は使えません。 

（2）法定相続人も 1 人減っているため、基礎控除（3,000 万円＋600 万円×法定相続人の

数）も少なくなります。 

 最終的にこのケースでは、1 次相続で各相続人が 1/3 ずつ均等分割した場合が、2 次相続も

含めた相続税は最も少なくなります。※ケースにより結果は異なります。 

4.プロが教える 2 次相続まで考える相続のポイント 

■小規模宅地等の特例を配偶者が受けない 

 被相続人の自宅などについて、最大 80％減で評価できる特例を小規模宅地等の特

例といいます。この特例は節税効果が大きいですので、配偶者の税額軽減が受けられ

ない子供で適用を受ける方が、結果的に有利になります。 

■配偶者居住権を活用する 

 被相続人の自宅を相続する場合に、配偶者が配偶者居住権を、子供が自宅の所有権

を相続するというやり方があります。 

 配偶者居住権を取得した配偶者が死亡すると、その配偶者居住権は消滅するため、

配偶者居住権を設定すると節税になる場合があります。※デメリットもあります。 

■収益を生む財産や値上がりする可能性がある財産は子供へ 

 家賃収入が発生する不動産や値上がり確実な株式などは、配偶者が取得すると 2

次相続の財産が増えてしまいます。こういった財産は 1 次相続で子供に渡しておく

と、相続税の増加を回避できます。 

■大事なことは節税ではない 

 とはいえ、相続において最も大事なことは、家族で揉めないことです。間違っても

節税ではありません。1 次相続でも 2 次相続でも、それを忘れないでください。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


